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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素領域を有する蛍光体スクリーンが配置された画像形成部材と、前記蛍光体ス
クリーンに対向配置され、前記複数の画素領域のそれぞれに対応する複数の電子放出素子
が配置された基板とを備える画像表示装置において、
　前記電子放出素子は、表面伝導型放出素子、または、横型の電界放出型素子であり、
　前記複数の画素領域の各々は、蛍光体を有しており、
　前記蛍光体の前記電子放出素子に対向する表面は、前記画素領域の中央部において底と
なり、かつ、前記画素領域の中央部から端部に向かうにしたがって前記電子放出素子に近
づくように傾斜する、凹形状に構成されていることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記電子放出素子から放出される電子線は、電流密度の最も高い部分が前記画素領域の
中心から偏倚した位置にある電流密度分布を有するものであり、
　前記蛍光体の前記電子放出素子に対向する表面は、前記電子線の電流密度の最も高い部
分が照射される領域に前記傾斜を有していることを特徴とする請求項１に記載の画像表示
装置。
【請求項３】
　前記傾斜は、前記基板に対して３０度以上９０度未満の角度を有することを特徴とする
請求項１または２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
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　前記蛍光体の画素領域内での厚さを変化させることで前記蛍光体の表面の傾斜が形成さ
れていることを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載の画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、蛍光体スクリーンに電子線を照射する電子線を利用した画像表示装置に関し、
例えばフィールドエミッションディスプレイ（ＦＥＤ）、陰極線管（ＣＲＴ）等に適用可
能である。
【０００２】
【従来の技術】
ＣＲＴをはじめとする画像表示装置は、より一層の大判化が求められ研究が盛んに行なわ
れている。また大判化に伴い装置の薄型化・軽量化・低コスト化が重要な課題となってい
る。
【０００３】
しかしながら、ＣＲＴは高電圧で加速した電子を偏向電極で偏向し、フェイスプレート上
の蛍光体を励起するため、大判化を行なうと原理的に奥行きが必要となり、薄型・軽量の
ものを提供することが困難である。発明者らは上記の問題を解決し得る画像表示装置とし
て、表面伝導型電子放出素子、ならびにこの表面伝導型電子放出素子を用いた画像表示装
置について研究を行なってきた。
【０００４】
発明者らは、たとえば図９に示す電気的な配線方法によるマルチ電子ビーム源の応用を試
みてきた。すなわち、表面伝導型放出素子を２次元的に多数個配列し、これらの素子を図
示のように単純マトリクス状に配線したマルチ電子ビーム源である（フィールドエミッシ
ョンディスプレイ（ＦＥＤ））。
【０００５】
図中、４００１は表面伝導型放出素子を模式的に示したもの、４００２は行方向配線、４
００３は列方向配線である。なお、図示の便宜上、６×６のマトリクスで示しているが、
マトリクスの規模はむろんこれに限ったわけではなく、所望の画像表示を行なうのに足り
るだけの素子を配列し配線するものである。
【０００６】
図１０はこのマルチ電子ビーム源を用いた陰極線管の構造であり、マルチ電子ビーム源４
００４を備えた外容器底４００５（なおリアプレートと表記する場合もある）と外容器枠
４００７と、蛍光体層４００８を備えたフェイスプレート４００６と、メタルバック４０
０９、からなる構造である。また、メタルバック４００９には高圧導入端子４０１１を通
じて高圧電源４０１０により高圧が印加されている。
【０００７】
表面伝導型放出素子を単純マトリクス配線したマルチ電子ビーム源においては、所望の電
子ビームを出力させるため、行方向配線４００２および列方向配線４００３に適宜の電気
信号を印加する。
【０００８】
たとえば、マトリクスの中の任意の１行の表面伝導型放出素子を駆動するには、選択する
行の行方向配線４００２には選択電圧Ｖｓを印加し、同時に非選択の行の行方向配線４０
０２には非選択電圧Ｖｎｓを印加する。
【０００９】
これと同期して列方向配線４００３に電子ビームを出力するための駆動電圧Ｖｅを印加す
る。この方法によれば、選択する行の表面伝導型放出素子には、Ｖｅ－Ｖｓの電圧が印加
され、また非選択行の表面伝導型放出素子にはＶｅ－Ｖｎｓの電圧が印加される。
【００１０】
Ｖｅ，Ｖｓ，Ｖｎｓを適宜の大きさの電圧にすれば選択する行の表面伝導型放出素子だけ
から所望の強度の電子ビームが出力され、また列方向配線の各々に異なる駆動電圧Ｖｅを
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印加すれば、選択する行の素子の各々から異なる強度の電子ビームが出力される。
【００１１】
また、表面伝導型放出素子の応答速度は高速であるため、駆動電圧Ｖｅを印加する時間の
長さを変えれば、電子ビームが出力される時間の長さも変えることができる。
【００１２】
上記のような電圧印加によりマルチ電子ビーム源４００４から出力された電子ビームは、
高電圧Ｖａを印加されているメタルバック４００９に照射され、ターゲットである蛍光体
を励起して発光させる。したがって、たとえば画像情報に応じた電圧信号を適宜印加すれ
ば、画像表示装置となる。
【００１３】
上記画像表示装置のフェイスプレートに用いられる蛍光体は、「蛍光体ハンドブック」（
蛍光体同学会編　オーム社　平成３年６月２０日発行）に記されているように「輝度飽和
特性」をもつ（２６５～２６６ページ）。
【００１４】
すなわち蛍光体に照射される電子ビームの電流密度が増すと蛍光体の発光効率が低下し、
電流密度を増大させても輝度が飽和してしまうという特性を持つ。
【００１５】
【発明が解決しようとする課題】
上記のように、蛍光体は「輝度飽和特性」を持つために、以下のような問題が生じる。
【００１６】
画像表示装置において、高輝度を得ようとして電子ビームの電流値を増加させても、電流
密度が増加してしまうと「輝度飽和特性」により発光効率が低下し、期待するほど輝度が
向上しない。
【００１７】
また、蛍光体は単位面積あたりの投入電荷量（クーロン量）に応じて劣化することが確認
されているが、この点からも、電流密度を低減することが望まれる。特に前述の表面伝導
型放出素子や電界放出型素子（FE）等の横型の電子放出素子においては、図１１のように
、電子線が照射される１画素内での電流密度が大きな分布をもち、電流密度の最も高い部
分での局所的な蛍光体劣化による蛍光体の寿命短縮が大きな問題となっている。上記１画
素は例えば図３（ｃ）においてはブラックマトリクス（遮蔽部材）１０１０間の、斜線に
て示される各色蛍光体に対応する領域である。
【００１８】
本発明は、上記した従来技術の問題を解決するものであり、その目的とするところは、蛍
光体の発光効率を上昇させ、輝度を向上させた画像表示装置を提供することにある。
【００１９】
また、本発明の目的は、蛍光体の局所的劣化を抑えることで、輝度の向上と長期に渡って
安定した画像を得ることのできる画像表示装置を提供することにある。
【００２０】
【課題を解決するための手段】
本発明は、複数の画素領域を有する蛍光体スクリーンが配置された画像形成部材と、前記
蛍光体スクリーンに対向配置され、複数の電子放出素子が配置された基板とを備える画像
表示装置において、前記電子放出素子は、前記基板に並設された低電位側電極及び高電位
側電極と、該両電極間に位置する電子放出部とを備え、前記複数の画素領域の各々は、一
定方向（一方向）に向かって一様に傾斜する傾斜面を有することを特徴とする。
【００２１】
ここで、一定方向（一方向）に向かって一様に傾斜する傾斜面とは、ある程度の領域にわ
たって、ある程度揃った（整然とした）傾斜面を有すること、すなわち、表面が粗く、複
数の細かい（不揃いの）凸凹面を有することによって、結果的に傾斜面を備えている場合
を除くことを意味し、例えば、円錐側面の一部のような傾斜する曲面や、傾斜する平面の
ような場合が含まれる。
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【００２２】
また、本発明は、複数の画素領域を有する蛍光体スクリーンが配置された画像形成部材と
、前記蛍光体スクリーンに対向配置され、複数の電子放出素子が配置された基板とを備え
る画像表示装置において、前記電子放出素子は、前記基板に並設された低電位側電極及び
高電位側電極と、該両電極間に位置する電子放出部とを備え、前記複数の画素領域の各々
は、凹形状に構成されており、該画素領域の中心に向かう傾斜面を有することを特徴とす
る。
【００２３】
また、以上述べた本発明においては、前記電子放出素子は、前記基板に並設された高電位
側電極及び低電位側電極と、該両電極間に配置され電子放出部を有する導電性膜とを備え
る表面伝導型放出素子であること、あるいは、前記基板に並設された低電位側のエミッタ
電極と高電位側のゲート電極とを備える横型の電界放出型素子であることが好適である。
【００２４】
また、本発明は、複数の画素領域を有する蛍光体スクリーンが配置された画像形成部材と
、前記蛍光体スクリーンに対向配置され、複数の電子放出素子が配置された基板とを備え
る画像表示装置において、前記複数の画素領域の各々は、凹形状に構成されており、その
中心に向かう傾斜面を有することを特徴とする。
【００２５】
また、上記本発明において、前記電子放出素子は、前記基板に並設された一対の電極と該
一対の電極間に位置する電子放出部とを備えていることが好適であり、例えば、前記基板
に並設された一対の電極と該一対の電極間に配置され電子放出部を有する導電性膜とを備
える表面伝導型放出素子、あるいは、前記基板に並設されたエミッタ電極とゲート電極と
を備える横型の電界放出型素子であることが好適である。
【００２６】
また、以上述べた本発明においては、前記傾斜は、前記基板に対して３０度以上９０度未
満の角度を有することが好適である。
【００２７】
また、前記複数の画素領域の各々に配置された蛍光体が、各画素領域内で異なる厚さを有
していることも好適である。
【００２８】
また、前記蛍光体の厚さの最大値と最小値との差は、該蛍光体を構成する蛍光体粒子の平
均粒径の２倍以上であることも好適である。
【００２９】
また、前記複数の画素領域間には、遮蔽部材が配置されていることも好適である。
【００３０】
また、本発明は、複数の画素領域に分割される蛍光体スクリーンを有する画像形成部材と
、前記蛍光体スクリーンに対し電子放出を行なう手段を有する基板とを備えた画像表示装
置において、前記蛍光体スクリーンのそれぞれの画素領域は、前記基板側から見たときの
投影面積よりも大きな表面積となる蛍光体形成部を有することを特徴とする。
【００３１】
前記蛍光体は、前記基板に対して３０度以上９０度未満の角度をなす部分を有することも
好適である。
【００３２】
前記蛍光体スクリーンのそれぞれの画素領域は、一画素領域に形成される蛍光体において
、異なる厚さを有することも好適である。
【００３３】
前記蛍光体のもっとも厚い部分と最も薄い部分の膜厚の差は、蛍光体を構成する蛍光体の
平均粒径の２倍以上であることも好適である。
【００３４】
前記蛍光体は、凹状の形状を有することも好適である。
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【００３５】
前記画像形成部材には、蛍光体スクリーンをそれぞれの画素領域に分割する遮蔽部材が設
けられており、
前記遮蔽部材は蛍光体スクリーンの蛍光体の平均厚さよりも厚く、前記遮蔽部材の側壁面
部を蛍光体で覆うことも好適である。
【００３６】
　前記遮蔽部材は前記基板に対向する略平行面部と、前記基板に対して３０度以上９０度
未満の角度をなす側壁面部とを有し、前記側壁面部を蛍光体で覆うことも好適である。
【００３７】
前記遮蔽部材は画像形成部材に接する黒色の部分と、その上に位置する白色の部分とを有
することも好適である。
【００３８】
前記蛍光体は、複数の凸状部を持つことも好適である。
【００３９】
前記蛍光体スクリーンは、スクリーン印刷法により形成されることも好適である。
【００４０】
前記蛍光体スクリーンの蛍光体は、スクリーン印刷法を複数回行なうことで形成されるこ
とも好適である。
【００４１】
　前記基板には、マトリクス状に、複数の電子放出を行なう手段が設けられていることも
好適である。
【００４２】
前記電子放出を行なう手段は、表面伝導型電子放出素子であることも好適である。
【００４３】
前記蛍光体スクリーンに対し電子放出を行なう手段は、陰極線管を備えることも好適であ
る。
【００４４】
このように構成することにより、蛍光体スクリーンの電子照射される蛍光体形成部の画素
領域の面積は、基板側から見たときの投影面積よりも大きくなり、実効的な電流密度を小
さくすることができ、発光効率が増加することにより画像表示装置の輝度を向上すること
が出来るとともに、蛍光体の局所的劣化を抑えることができる。
【００４５】
ここで、蛍光体スクリーンとは粉体の蛍光体が塗布された膜のことをさす。またここで、
電子照射される部分の画素領域の面積とは、一つの画素内の電流密度分布を考えた際に、
電流密度がもっとも高い部分の１／１０の電流密度になる部分までを含む範囲の面積をし
めす。
【００４６】
また、投影面積とは画像形成部材に垂直な方向から見た時の見た目の面積を示す。
【００４７】
ここで、これらの面積に関し、本発明に示すような画像表示装置に用いられる蛍光体は一
般に粉体であるために、実際の蛍光体スクリーンは非常に微細な凹凸をもち、表面積はか
なり大きくなるが、ここでいう照射面積や投影面積は蛍光体の粒子の大きさに起因する凹
凸は無視して考えることとし、具体的には蛍光体の平均粒径よりも小さい周期の凹凸は平
均して蛍光体スクリーンの形状として考えることにする。
【００４８】
蛍光体形成部が、前記基板に対して３０度以上９０度未満の角度をなす部分を有すること
により、電子が照射される面積を増加することができ、実効的な電流密度を下げることが
出来るので、発光効率を増加させ輝度を向上することができる。
【００４９】
ここで、蛍光体スクリーンが基板に対してなす角について、上記で述べたように蛍光体は
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粉体であり、微少的に見ればリアプレートに対しあらゆる角度を持つが、先ほどと同様に
蛍光体の平均粒径よりも小さい周期の凹凸は平均してスクリーンの形状として考えること
にする。
【００５０】
蛍光体スクリーンのそれぞれの画素領域は、一画素領域に形成される蛍光体形成部におい
て、異なる厚さを有することで、電子照射される面積を増大し実効的な電流密度を緩和す
ることが出来るので、発光効率を増加させ輝度を向上することが出来る。
【００５１】
蛍光体形成部のもっとも厚い部分と最も薄い部分の膜厚の差は、蛍光体形成部を構成する
蛍光体の平均粒径の２倍以上であることで、電子照射される面積を増大し実効的な電流密
度を緩和することが出来るので、発光効率を増加させ輝度を向上することが出来る。
【００５２】
蛍光体形成部は、凹状の形状を有することで、電子照射される面積を増大し実効的な電流
密度を緩和することが出来るので、発光効率を増加させ輝度を向上することが出来る。
【００５３】
画像形成部材には、蛍光体スクリーンをそれぞれの画素領域に分割する遮蔽部材が設けら
れており、
前記遮蔽部材は蛍光体スクリーンの蛍光体形成部の平均厚さよりも厚く、
前記遮蔽部材の側壁面部を蛍光体で覆うことで、電子照射される面積を増大し実効的な電
流密度を緩和することが出来るので、発光効率を増加させ輝度を向上することが出来る。
【００５４】
遮蔽部材は前記基板に対向する略平行面部と、３０度以上９０度未満の角度をなす側壁面
部とを有し、
前記側壁面部を蛍光体で覆うことで、電子照射される面積を増大し実効的な電流密度を緩
和することが出来るので、発光効率を増加させ輝度を向上することが出来る。
【００５５】
ここで、遮蔽部材の形態は、マトリクス状やストライプ状など種々の形態の開口部を備え
たものを適宜利用可能である。
【００５６】
側壁面部が蛍光体に覆われているということについて説明する。上記のように遮蔽部材は
蛍光体スクリーンの平均厚さよりも厚く、画像形成部材から見て蛍光体スクリーンの平均
厚さよりも高い部分に蛍光体が付着していれば、遮蔽部材のの側壁面部（側壁面部全面に
付着していても良いし、全面ではないが蛍光体スクリーンの平均厚さよりも高い部分の側
壁面部に付着していることも良い。また、側壁面部を乗り越えて遮蔽部材の上面の一部に
まで付着することも含めて考えて良い。）が蛍光体で覆われていることとする。
【００５７】
遮蔽部材は画像形成部材に接する黒色の部分と、その上に位置する白色の部分とを有する
ことで、遮蔽部材を覆う蛍光体から出た光が、遮蔽部材上の白色の部分で反射されること
により、発光効率を向上することが出来る。
【００５８】
ここで、黒色とは拡散反射率が１０％以下で光吸収性であることとし、白色とは拡散反射
率７０％以上であることとする。
【００５９】
蛍光体形成部は、複数の凸状部を持つことで、電子照射される面積を増大し実効的な電流
密度を緩和することが出来るので、発光効率を増加させ輝度を向上することが出来る。
【００６０】
蛍光体スクリーンは、スクリーン印刷法により形成されることで、蛍光体形成部を容易に
上記に述べたような所望の形状を得ることが出来る。
【００６１】
蛍光体スクリーンの蛍光体形成部は、スクリーン印刷法を複数回行なうことで形成される
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ことでも蛍光体形成部を容易に上記に述べたような所望の形状を得ることが出来る。
【００６２】
【発明の実施の形態】
以下に図面を参照して、この発明の好適な実施の形態を例示的に詳しく説明する。
【００６３】
（実施の形態１）
図１から図４を参照し、第１の実施の形態について説明する。
【００６４】
画像形成部材となる厚さ２．８ｍｍのソーダライムガラス（ガラス基板）を洗浄・乾燥さ
せた後、ガラスペーストおよび黒色顔料を含んだ黒色顔料ペーストを用い、図３（ｃ）の
ように、縦方向に幅１５０μｍ、ピッチ２９０μｍのストライプを７２０本、横方向に幅
３００μｍ、ピッチ６５０μｍのストライプを２４０本有するパターンを、縦・横共に５
μｍの厚さでスクリーン印刷法により作製し、ブラックマトリクス１０１０（ブラックマ
トリクス：黒色導電部材などの遮蔽部材）とした。
【００６５】
ブラックマトリクス１０１０は、蛍光体の混色防止や、ビーム位置が多少ずれても色ずれ
を起こさないようにするためや、外光を吸収し画像のコントラストを向上する、などの理
由で設けられる。
【００６６】
本実施の形態ではスクリーン印刷法によりブラックマトリックス１０１０を作製したが、
もちろんこれに限定されるものではなく、たとえばフォトリソグラフイー法をもちいて作
製してもよいが、コストの関係上スクリーン印刷法を用いることが好ましい。
【００６７】
また、ブラックマトリクス１０１０の材料として、ガラスペーストと黒色顔料を含んだ黒
色顔料ペーストを用いたが、もちろんこれに限定されるものではなく、たとえばカーボン
ブラックなどを用いてもよい。
【００６８】
またブラックマトリクス１０１０は、本実施の形態では図３（ｃ）のように、マトリクス
状に作製したが、もちろんこれに限定される訳ではなく、ストライプ状配列やデルタ状配
列やそれ以外の配列（図３（ａ）、（ｂ）参照）であっても良い。
【００６９】
次に、図２に示すように、ブラックマトリクス１０１０の開口部を複数の画素領域に分割
された蛍光体スクリーンとし、赤色・青色・緑色の蛍光体（蛍光体ペースト）を用いてス
クリーン印刷法により蛍光体形成部１００８を作製した。
【００７０】
ここで、蛍光体形成部１００８を形成する際の手順を述べる。
【００７１】
まず、ブラックマトリクス１０１０の開口部に図２（ａ）のように１層目の蛍光体を印刷
し、しかる後に１層目の蛍光体に一部かかる様に２層目の蛍光体を印刷し図２（ｂ）のよ
うにした。
【００７２】
本実施の形態では蛍光体はＣＲＴの分野で用いられているＰ２２の蛍光体とし、赤色（Ｐ
２２－　ＲＥ３；Ｙ2Ｏ2Ｓ：Ｅｕ３＋）、青色（Ｐ２２－Ｂ2；ＺｎＳ：Ａｇ，Ａｌ）、
緑色（Ｐ２２－ＧＮ4；ＺｎＳ：Ｃｕ，Ａｌ）のもので平均粒径はメジアン径Ｄｍｅｄで
７．０μｍのものを用いたが、もちろんこれに限定される訳ではなく、その他の蛍光体を
用いても良い。
【００７３】
次に、ブラウン管の分野では公知であるフィルミング工程により、樹脂中間膜を作製し、
その後に金属蒸着膜を作製し、最後に樹脂中間層を熱分解除去させることにより図２（ｃ
）のように厚さ１０００Åのメタルバック１００９を作製した。
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【００７４】
作製したフェイスプレート１００７の蛍光体形成部１００８の膜厚分布をある一つの画素
領域について測定したところ、最も薄い部分で１０．２μｍでありもっとも厚い部分が２
８．６μｍであった。また、電流密度の最も高い部分の蛍光体表面は、リアプレートに対
して約３０°の傾きを有していた。
【００７５】
このようにして作製したフェイスプレート１００７を基板としてのリアプレート１００５
と略平行に固定して、画像表示装置を作製したところ、従来技術に基いて作製したフェイ
スプレート１００７（後述する比較例参照）を用いて作製した画像表示装置に比べ、発光
効率・輝度ともに４％向上した。また、局所的な蛍光体劣化、即ち、最も電流密度の高い
部分の蛍光体劣化を改善し、蛍光体寿命を１５％延ばすことができた。
【００７６】
尚、ここで蛍光体寿命とは、蛍光体の劣化が進み、輝度が３０％減少した状態になるまで
の時間を意味する。
【００７７】
以上述べた実施の形態では、通常の表示状態に比べ、素子の駆動Ｄｕｔｙを２０倍に変更
し、通常の２０倍の電子放出を行なわせた状態で駆動しながら、輝度が３０％減少するま
での時間を計ったところ、後述の比較例が１００時間であったのに対し、本実施の形態で
は１１５時間であった（ここで駆動Ｄｕｔｙ２０倍とは、例えば素子駆動電圧のパルス幅
を通常の表示状態における２０倍の時間に設定して駆動する等であり、具体的には、走査
線１０００本で線順次駆動する表示装置において、通常各電子放出素子を１秒あたり１ミ
リＳＥＣのパルス幅で駆動するところを、その２０倍の２０ミリＳＥＣのパルス幅で駆動
することで実現できる）。
【００７８】
これより、通常の表示状態での寿命は、後述の比較例が２０００時間であるのに対し、本
願発明の表示装置は２３００時間の表示が可能となることが期待される。
【００７９】
次に、本発明を適用した画像表示装置の表示パネルの横成と製造法について、具体的な例
を示して説明する。
【００８０】
図４は、実施の形態に用いた表示パネルの斜視図であり、内部横造を示すためにパネルの
１部を切り欠いて示している。
【００８１】
図中、１００５は外容器底（なおリアプレートと標記する場合もある）、１００６は側壁
、１００７はフェイスプレートであり、リアプレート１００５、側壁１００６、フェイス
プレート１００７により表示パネルの内部を真空に維持するための気密容器を形成してい
る。
【００８２】
気密容器を組み立てるにあたっては、各部材の接合部に十分な強度と気密性を保持させる
ため封着する必要があるが、たとえばフリットガラスを接合部に塗布し、大気中あるいは
窒素雰囲気中で、摂氏４００～５００度で１０分以上焼成することにより封着を達成した
。気密容器内部を真空に排気する方法については後述する。
【００８３】
ここで、リアプレート１００５には、基板１００１が箇定されているが、該基板１００１
上には電子放出を行なう手段としての表面伝導型放出素子１００２がＮ×Ｍ個形成されて
いる。（Ｎ，Ｍは２以上の正の整数であり、目的とする表示画素数に応じて適宜設定され
る。
【００８４】
本実施の形態においては、Ｎ＝７２０，Ｍ＝２４０とした。）前記Ｎ×Ｍ個の表面伝導型
放出素子は、Ｍ本の行方向配線１００３とＮ本の列方向配線１００４により単純マトリク
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ス配線されている。前記、基板１００１～列方向配線１００４によって構成される部分を
マルチ電子ビーム源と呼ぶ。
【００８５】
本実施の形態においては、気密容器のリアプレート１００５にマルチ電子ビーム源の基板
１００１を固定する構成としたが、マルチ電子ビーム源の基板１００１が十分な強度を有
するものである場合には、気密容器のリアプレートとしてマルチ電子ビーム源の基板１０
０１自体を用いてもよい。
【００８６】
また、Ｄｘ１～ＤｘｍおよびＤｙ１～ＤｙｎおよびＨｖは、当該表示パネルと不図示の電
気回路とを電気的に接続するために設けた気密構造の電気接続用端子である。Ｄｘ１～Ｄ
ｘｍはマルチ電子ビーム源の行方向配線１００３と、Ｄｙ１～Ｄｙｎはマルチ電子ビーム
源の列方向配線１００４と、Ｈｖはフェイスプレートのメタルパック１００９と電気的に
接続している。
【００８７】
また、気密容器内部を真空に排気するには、気密容器を組み立てた後、不図示の排気管と
真空ポンプとを接続し、気密容器内を１．３３×１０のマイナス５乗（Ｐａ）程度の真空
度まで排気する。その後、排気管を封止するが、気密容器内の真空度を維持するために、
封止の直前あるいは封止後に気密容器内の所定の位置にゲッター膜（不図示）を形成する
。
【００８８】
ゲッター膜とは、たとえばＢａを主成分とするゲッター材料をヒーターもしくは高周波加
熱により加熱し蒸着して形成した膜であり、ゲッター膜の吸着作用により気密容器内は１
．３３×１０のマイナス３乗ないしは１．３３×１０のマイナス５乗（Ｐａ）の真空度に
維持される。
【００８９】
以上、本発明実施の形態の表示パネルの基本構成と製法を説明した。
【００９０】
次に、前記実施の形態の表示パネルに用いたマルチ電子ビーム源について説明する。本発
明の画像表示装置に用いるマルチ電子ビーム源は、表面伝導型放出素子を単純マトリクス
配線した電子源であれば、表面伝導型放出素子の材料や形状あるいは製法に制限はない。
【００９１】
しかしながら、発明者らは、表面伝導型放出素子の中では、電子放出部もしくはその周辺
部を微粒子膜から形成したものが電子放出特性に優れ、しかも製造が容易に行なえること
を見いだしている。
【００９２】
したがって、高輝度で大画面の画像表示装置のマルチ電子ビーム源に用いるには、最も好
適であると言える。
【００９３】
そこで、上記実施の形態の表示パネルにおいては、電子放出部もしくはその周辺部を微粒
子膜から形成した表面伝導型放出素子を用いた。
【００９４】
尚、表面伝導型放出素子に代えて、陰極線管等を電子放出を行なう手段として用いること
も可能である。
【００９５】
（実施の形態２）
次に図５を参照し、第２の実施の形態について説明する。
【００９６】
実施の形態１と同様な厚さ２．８ｍｍのソーダライムガラスに、スクリーン印刷法により
ブラックマトリクス１０１０を作製した。ここで、まず一回目にガラスペーストおよび黒
色顔料を含んだ黒色顔料ペーストを印刷し、黒色層１０１４を、縦方向に幅１５０μｍ、
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ピッチ２９０μｍのストライプを７２０本、横方向に幅３００μｍ、ピッチ６５０μｍの
ストライプを２４０本有するパターンを、縦・横共に５μｍの厚さでスクリーン印刷法に
より作製した。
【００９７】
次に作製した黒色層１０１４の上に、ガラスペーストとアルミナの微粒子を樹脂バインダ
ーに分散した物を、５回に分けてスクリーン印刷し、ブラックマトリクス１０１０の白色
層１０１５を作製した。それぞれの印刷の際には、そのまえに印刷した時よりも細いパタ
ーンで印刷を行なった。
【００９８】
作製したブラックマトリクス１０１０の形状を走査型電子顕微鏡で観察し、触針式表面粗
さ計で膜厚等を測定した結果、図５（ａ）のような形状であり、面Ａはフェイスプレート
１００７と略平行であり、面Ｂのフェイスプレート１００７とのなす角度は約４０度であ
った。また、ブラックマトリクス１０１４のもっとも厚い部分の膜厚は、３２．３μｍで
あった。
【００９９】
次に、ブラックマトリクス１０１０の開口部に蛍光体を印刷し（図５（ｂ））、フィルミ
ング工程によりメタルバック１００９を作製した（図５（ｃ））。作製した蛍光体形成部
１００８を観察・測定したところ、一画素領域内の中央部は凹形状であり、リアプレート
１００５とのなす角が約４０度の部分が存在した。
また、中央部の蛍光体形成部１００８の膜厚は１５．７μｍであった。
【０１００】
このようにして作製したフェイスプレート１００７をリアプレート１００５と略平行に固
定して、画像表示装置を作製したところ、従来のフェイスプレート１００７を用いて作製
した画像表示装置に比べ、発光効率、輝度ともに１２％向上した。また、局所的な蛍光体
劣化を改善し、蛍光体の寿命を３０％延ばすことができた。
【０１０１】
（実施の形態３）
次に図６を参照し、第３の実施の形態について説明する。
【０１０２】
実施の形態１と同様な厚さ２．８ｍｍのソーダライムガラスに、スクリーン印刷法により
黒色のブラックマトリクス１０１０を、縦方向に幅１８０μｍ、ピッチ２９０μｍのスト
ライプを７２０本、横方向に幅３００μｍ、ピッチ６５０μｍのストライプを２４０本有
するパターンを作製した。ここで、ブラックマトリクス１０１０は８回に分けて印刷し、
作製したブラックマトリクス１０１０の厚さを測定したところ、４３．６μｍであった。
【０１０３】
ここで、スクリーン印刷する際のブラックマトリクス１０１０の材料として、８回とも黒
色顔料ペーストを用いたが、これに限定される訳ではなく、たとえば始めの一層のみ黒色
顔料ペーストを用い、後の層はアルミナなどの白色の材料を用いれば、壁面で蛍光体の光
が吸収されずに光を効率よく観察者側に取り出すことが出来る。
【０１０４】
次に、ブラックマトリクス１０１０の開口部に蛍光体を印刷し、フィルミング工程により
メタルバック１００９を作製した。作製した蛍光体形成部１００８を観察・測定したとこ
ろ、図６に示すような構造であり、一画素領域内の中央部は凹形状であり、リアプレート
１００５とのなす角が約６０度の部分が存在した。
また、中央部の蛍光体形成部１００８の膜厚は１２．９μｍであった。
【０１０５】
このようにして作製したフェイスプレート１００７をリアプレート１００５と略平行に固
定して、画像表示装置を作製したところ、従来のフェイスプレート１００７を用いて作製
した画像表示装置に比べ、発光効率、輝度ともに１７％向上した。また、局所的な蛍光体
劣化を改善し、蛍光体の寿命を約２倍に延ばすことができた。
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【０１０６】
（実施の形態４）
次に図７を参照し、第４の実施の形態について説明する。
【０１０７】
実施の形態１と同様な厚さ２．８ｍｍのソーダライムガラスに、黒色顔料ペーストを用い
、縦方向に幅１００μｍ、ピッチ２９０μｍのストライプを７２０本、横方向に幅３００
／μｍ、ピッチ６５０μｍのストライプを２４０本有するパターンを、縦・横共に５μｍ
の厚さでスクリーン印刷法により作製し、ブラックマトリクス１０１０とした。
【０１０８】
次に、ブラックマトリクス１０１０の開口部に蛍光体をスクリーン印刷し蛍光体形成部１
００８を形成した。ここで蛍光体形成部１００８の形成方法について説明する。
【０１０９】
まず、ブラックマトリクス１０１０の開口部に１層目の蛍光体を印刷する。しかる後に、
１層日の蛍光体上に複数の凸型の形状が作製されるように２層日の蛍光体を印刷する。本
実施の形態では、スクリーン印刷を２回に分けて行なったが、もちろんこれに限定される
訳ではなく、蛍光体形成部１００８上に複数の凸型形状が作製されれば、本発明の目的を
達成することが出来る。
【０１１０】
作製した蛍光体形成部１００８を観察・測定したところ、図７に示すような構造であり、
１画素領域内の蛍光体形成部１００８上に複数の凸形状が存在した。
蛍光体形成部１００８のうち、最も薄い部分の膜厚は１３．９μｍであり、もっとも厚い
部分の膜厚は、２９．１μｍであった。また、電流密度の最も高い部分の蛍光体表面は、
リアプレートに対して約３０°の傾きを有していた。
【０１１１】
このようにして作製したフェイスプレート１００７をリアプレート１００５と略平行に固
定して、画像表示装置を作製したところ、従来のフェイスプレート１００７を用いて作製
した画像表示装置に比べ、発光効率、輝度ともに９％向上した。また、局所的な蛍光体寿
命を１５％延ばすことができた。
【０１１２】
（比較例）
次に図８を参照し、本発明の比較例について説明する。
【０１１３】
実施の形態１と同様な厚さ２．８ｍｍのソーダライムガラスに、黒色顔料ペーストを用い
、縦方向に幅１００μｍ、ピッチ２９０μｍのストライプを７２０本、横方向に幅３００
μｍ、ピッチ６５０μｍのストライプを２４０本有するパターンを、縦・横共に５μｍの
厚さでスクリーン印刷法により作製し、ブラックマトリクス１０１０とした。
【０１１４】
次に、ブラックマトリクス１０１０の開口部に蛍光体を印刷し、フィルミング工程により
メタルバック１００９を作製した。作製した蛍光体形成部１００８を観察・測定したとこ
ろ、図８に示すような構造であり、一画素領域内の電子照射される領域１０１１（電子線
照射領域１０１１であり、図２、図５、図６、図７の蛍光体スクリーンにもそれぞれ相当
する領域が存在する）は、蛍光体粒子の大きさに起因する凹凸を除けば略平坦であり、蛍
光体の膜厚は１８．４μｍであった。
【０１１５】
このようにして作製したフェイスプレート１００７をリアプレート１００５と略平行に固
定して、画像表示装置を作製し、本発明の画像表示装置の比較例とした。
【０１１６】
【発明の効果】
上記のように説明された本発明によると、電子線により蛍光体を励起し発光させる蛍光体
スクリーンを有する画像表示装置において、蛍光体スクリーンの電子照射される面積を増
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昇させ、画像表示装置の輝度を向上させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施の形態の画像表示装置の模式的断面図である。
【図２】第１の実施の形態の画像表示装置の蛍光スクリーンの模式的断面図である。
【図３】蛍光スクリーンの蛍光体配列形態を示した図である。
【図４】実施の形態の画像表示装置の一部分を切り欠いて示した斜視図である。
【図５】第２の実施の形態の画像表示装置の蛍光スクリーンの模式的断面図である。
【図６】第３の実施の形態の画像表示装置の蛍光スクリーンの模式的断面図である。
【図７】第４の実施の形態の画像表示装置の蛍光スクリーンの模式的断面図である。
【図８】比較例とする画像表示装置の蛍光スクリーンの模式的断面図である。
【図９】表面伝導型電子放出素子をマトリクス配線接続した図である。
【図１０】従来の画像表示装置の一部を切り欠いて示した斜視図である。
【図１１】１画素内における電流密度分布の一例を示す図である。
【符号の説明】
１００１　基板
１００２　電子ビーム源
１００５　リアプレート
１００７　フェイスプレート
１００８　蛍光体形成部
１００９　メタルバック
１０１０　ブラックマトリクス
１０１１　電子線照射領域
１０１２　高圧引出配線
１０１３　高圧電源
１０１４　黒色層
１０１５　白色層
４００１　リアプレート
４００６　フェイスプレート
４００８　蛍光体膜
４００９　メタルバック
４０１０　高圧電源
４０１１　高圧引出配線
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